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第23号

平
成
23
年
第
５
回
臨
時
会

◎
平
成
23
年
第
５
回
臨
時
会
は
、

11
月
24
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
）

◎
平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
１
日
か
ら
12
日
ま
で
の
12

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

◎
第
４
回
定
例
会
で
は
、
補
正
予

算
８
件
及
び
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
計
16
件
（
請
願
３
件
含
む
）

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
４

主
な
内
容も

く

じ

変貌するみらい平地区の街並み

平
成
平
成
2323
年
第
４
回
定
例
会
及
び

年
第
４
回
定
例
会
及
び

第
５
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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会
期
・
日
程

会
期
・
日
程

●
11
月　

臨
時
会
●

24
日
（
木
）
本
会
議

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明
、質
疑
、

　

討
論
、
採
決

●
12
月　

定
例
会
●

１
日
（
木
）
本
会
議

　

開
会
、
会
期
の
決
定

　

請
願
第
７
号
の
採
決

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明

２
日
（
金
）
本
会
議

　

一
般
質
問

５
日
（
月
）
本
会
議

　

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

６
日
（
火
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

７
日
（
水
）
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

８
日
（
木
）
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

12
日
（
月
）
本
会
議

　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
・
調
査

　

閉
会

平成23年（11月）　第５回臨時会　　議決一覧表平成23年（11月）　第５回臨時会　　議決一覧表

平成23年（12月）　第４回定例会　　議決一覧表平成23年（12月）　第４回定例会　　議決一覧表

議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

報 告 第 9 号 専決処分報告について 管理瑕疵による損害賠償の額を定めたことに
ついて報告するものです。 報 告

承認第 15号 専決処分の承認を求めることについて（第 15号）
平成 23 年度つくばみらい市一般会計補正予
算（第 10 号）について、専決処分をしたの
で承認を求めるものです。

承 認

議案第 54号
つくばみらい市職員の給与
に関する条例等の一部を改
正する条例

９月 30 日に出された人事院勧告に基づき、
月例給の引き下げ等の措置を講ずる必要があ
るため、条例の一部を改正するものです。

原案可決

議案第 55号 つくばみらい市議会議員定数条例
つくばみらい市議会議員定数を 20名から 18
名に削減する条例の制定をするものです。

議案第 56号 常総地方広域市町村圏事務組合規約の変更について

常総地方広域市町村圏事務組合において建て
替える地域交流センターが、平成 24 年４月
に運営を開始することに伴い、共同処理する
事務内容を整理するため、同組合規約の一部
を改正するものです。

議案第 57号
平成 23年度つくばみらい
市一般会計補正予算（第
11号）

歳入歳出それぞれ 719万６千円を追加し、予
算の総額を 170 億４千 269 万７千円とする
ものです。

議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議案第 58号

つくばみらい市特別職の
職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条
例

スポーツ振興法がスポーツ基本法に全部改正
されたため、条例中の用語の一部を改正する
ものです。

原案可決
議案第 59号

つくばみらい市同意企業立
地重点促進区域における緑
地面積率等を定める条例の
一部を改正する条例

工場立地法施行規則等の一部改正により、緑
地面積率等を定める条例の一部を改正するも
のです。

議案第 60号
つくばみらい市スポーツ
振興審議会条例の一部を
改正する条例

スポーツ振興法がスポーツ基本法に全部改正
されたため、条例中の用語の一部を改正する
ものです。
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結 果

議案第 61号 平成23年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第12号）

歳入歳出それぞれ６千720万３千円を追加し、
予算の総額を171億990万円とするものです。

原案可決

議案第 62号
平成 23年度つくばみらい
市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ１億４千 805 万６千円を
追加し、予算の総額を 50億８千 514万２千
円とするものです。

議案第 63号
平成 23年度つくばみらい
市介護保険特別会計補正
予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 436 万円を追加し、予算
の総額を 23億５千 630万２千円とするもの
です。

議案第 64号
平成 23年度つくばみらい
市公共下水道事業特別会
計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 81万６千円を追加し、予
算の総額を 11億８千 972万円とするもので
す。

議案第 65号
平成 23年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ４万５千円を減額し、予算
の総額を５億４千 860 万６千円とするもの
です。

議案第 66号
平成 23年度つくばみらい
市市営分譲住宅特別会計
補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ 10万円を追加し、予算の
総額を５千 273万２千円とするものです。

議案第 67号
平成 23年度つくばみらい
市水道事業会計補正予算
（第３号）

収益的収入及び支出で、支出を 44万４千円
追加し、10億６千 826 万２千円とするもの
です。

議案第 68号 平成23年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第13号）

歳入歳出それぞれ73万６千円を追加し、予算の
総額を171億１千63万６千円とするものです。

発議第４号
つくばみらい市議会委員
会条例の一部を改正する
条例

つくばみらい市議会の議員定数が変更になる
ことに伴い、常任委員会の委員定数を変更す
る必要があるため、条例の一部を改正するも
のです。

発議第５号
容器包装リサイクル法を
改正し、発生抑制と再使
用を促進するための法律
の制定を求める意見書

我が国の一日も早い持続可能な社会への転換
を図るため、容器包装リサイクル法を改正し、
発生抑制と再使用を促進するための法律を制
定するよう、衆議院議長、参議院議長、内閣総
理大臣、各関係大臣への意見書の提出を求め
るものです。

番 　 号 請願・陳情名 結　　果

請 願 第 7 号
「常総地方広域市町村圏事務組合第三次ごみ処理施設管
理運営について最大限の透明性、公正性、経済性の確保
を図る業務発注を求める意見書」の提出を求める請願

不 採 択

請 願 第 8 号「東海第２原発の廃炉を求める意見書」採択を求める意見書 継続審査

請 願 第 9 号 つくばみらい市議会議員の定数削減に関する請願 不 採 択
陳 情 第 3 号 地球社会建設決議陳情書

全議員及び執行部に配布
しました。

陳 情 第 4 号「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出に関する陳情

陳 情 第 5 号
「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を
促進するための法律の制定を求める意見書」の提出を求
める陳情

陳 情 第 6 号 安全・安心な国民生活実現のため、防災・生活関連予算
の拡充と国土交通省の出先機関の存続を求める陳情書
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質
問
は
、議
員
本
人
が
概
ね
３
０
０
字
を
目
安
に
要
約
し
て
い
ま
す
。

定
例
市
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

海老原　弘　議員

市街地区の整備について

た
が
、
市
道
と
県
道
に
つ
い

て
歩
道
は
片
側
だ
け
で
あ

る
。
谷
井
田
で
は
、
カ
ス
ミ

付
近
は
段
差
も
あ
り
、
ま
た

歩
道
も
な
く
危
険
で
あ
る
。

両
地
域
に
は
、
民
間
住
宅
造

成
の
時
に
寄
付
さ
れ
た
土
地

を
公
園
な
ど
に
使
用
し
て
い

る
が
、
住
民
管
理
も
大
変
で

あ
る
。

　

み
ら
い
平
地
区
に
つ
い
て

は
、
地
区
人
口
が
約
６
千
人

に
も
な
る
が
現
在
ま
で
の
整

備
状
況
は
ど
う
か
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も

あ
る
が
、
公
園
な
ど
の
整
備

状
況
を
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

県
道
の

歩
道
の
段
差
に
つ
い
て
は
、

道
路
の
管
理
者
で
あ
る
土
浦

土
木
事
務
所
に
改
善
を
要
望

す
る
。
道
路
の
補
修
等
に
つ

い
て
は
、
大
変
要
望
も
多
い

が
、
歩
道
や
道
路
の
路
面
等

の
補
修
は
随
時
速
や
か
に
実

施
し
て
参
り
た
い
。

　

地
区
内
に
お
け
る
公
共
公

益
施
設
の
管
理
や
役
割
に
つ

い
て
は
、
中
心
に
な
る
の
は

行
政
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

た
だ
し
、
水
路
等
に
つ
い
て

は
、
福
岡
堰
土
地
改
良
区
と

も
協
議
を
し
な
が
ら
、
補
修
、

修
繕
に
つ
い
て
、
現
在
、
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
あ
る
。

　

公
園
の
新
た
な
利
用
に
つ

い
て
は
、
谷
井
田
地
区
内
に

お
い
て
は
数
少
な
い
公
園
と

な
っ
て
お
り
、
多
様
に
使
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
に

あ
り
、
防
災
の
拠
点
と
し
て

避
難
区
域
等
に
ま
ず
考
え
ら

れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

他
の
新
た
な
利
用
の
仕
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

　

次
に
、
み
ら
い
平
地
区
は
、

伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
の
一

体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
と
し
て
茨
城
県
が
施
行
し
、

事
業
は
平
成
５
年
か
ら
着
手

し
、工
事
の
完
了
予
定
及
び
本

換
地
が
24
年
度
末
、清
算
期
間

を
含
め
る
と
29
年
度
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、
第

５
回
の
事
業
計
画
の
変
更
を

行
い
、
地
区
計
画
を
含
め
て

西
側
の
整
備
を
実
施
し
て
い

る
。23
年
７
月
末
現
在
で
は
、

民
有
地
の
使
用
収
益
の
開
始

状
況
は
約
80
％
と
な
っ
て
い

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
防
災
の
街
づ
く
り

●
堤
議
員　

み
ら
い
平
丘
陵

部
開
発
地
以
外
の
福
岡
地
区

か
ら
板
橋
方
面
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
い
、
工
場
用
地
を

含
め
た
企
業
誘
致
が
必
要
で

あ
る
。
県
の
開
発
地
は
、
地

価
が
高
す
ぎ
て
進
出
す
る
企

業
が
限
ら
れ
る
。
開
発
地
以

外
の
山
林
や
畑
を
指
定
し
て

線
引
き
し
、
こ
こ
に
来
て
く

だ
さ
い
と
具
体
的
な
誘
致
が

必
要
で
あ
る
。
企
業
誘
致
は
、

全
国
的
に
必
死
に
な
っ
て
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
企
業
誘
致
を
推
進
す
る

に
は
、
進
出
し
や
す
い
環
境

の
整
備
が
必
要
と
同
時
に
、

税
金
の
免
除
な
ど
思
い
切
っ

た
優
遇
措
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。
当
市
は
、
こ
れ
か
ら

学
校
の
建
設
、
総
合
病
院
の

誘
致
や
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

等
、
大
事
な
案
件
が
山
積
み

し
て
い
る
。
財
源
不
足
の
中

で
は
あ
る
が
、
投
資
効
果
の

あ
る
と
こ
ろ
に
は
大
い
に
投

資
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て

地
元
で
の
就
職
を
可
能
に
し

て
ほ
し
い
。
市
長
の
見
解
を

求
め
る
。

●
市
長　

ま
ず
福
岡
地
区
周

辺
の
工
業
専
用
区
域
周
辺
の

市
街
化
編
入
に
つ
い
て
は
、

●
海
老
原
議
員　

今
年
度
よ

り
、
都
市
計
画
税
を
導
入
と

い
う
こ
と
で
住
民
の
負
担
を

い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
整

備
を
さ
れ
る
の
か
。
旧
伊
奈

地
区
の
谷
井
田
90 

ha
と
伊
奈

東
60 

ha
は
、
市
街
化
区
域
に

な
っ
て
30
年
ぐ
ら
い
に
な
る

と
思
う
が
、
こ
の
両
地
域
は
、

公
共
下
水
道
の
整
備
が
さ
れ

堤　　實　議員

企業誘致向け土地の線
引きについて
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新
市
総
合
計
画
で
も
見
直
し

を
か
け
、
線
引
き
等
に
つ
い

て
も
柔
軟
性
を
持
っ
て
考
え

た
い
。
ま
た
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
新
産
業

複
合
地
ま
た
は
新
複
合
業
務

サ
ー
ビ
ス
地
の
名
称
で
、
産

業
、
商
業
、
流
通
業
務
等
の

土
地
利
用
区
域
を
設
定
し
、

将
来
的
に
は
用
途
変
更
可
能

な
計
画
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
優
良
農
地
は
、
住
宅

や
工
場
な
ど
色
々
な
も
の
を

排
除
で
き
る
よ
う
に
、
優
良

農
地
と
し
て
残
す
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
台
地
等
に
つ
い

て
は
、
企
業
や
施
設
等
の
誘

致
、
商
業
部
門
の
誘
致
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
考
え
て
参

り
た
い
。

　

次
に
進
出
企
業
に
対
す
る

優
遇
措
置
と
し
て
、
固
定
資

産
税
の
３
年
間
免
除
や
市
民

を
雇
用
し
た
場
合
の
奨
励
金

の
交
付
、
ま
た
緑
地
面
積
等

の
緩
和
も
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
用
地
の
ス
ト
ッ
ク
制

度
を
設
け
、
福
岡
地
区
工
業

専
用
区
域
内
で
活
用
さ
れ
て

い
な
い
土
地
や
建
物
を
市
に

登
録
い
た
だ
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
行
っ
て

い
る
。

　

ま
た
市
長
就
任
後
に
市
内

の
優
良
企
業
を
訪
問
し
、
各

企
業
か
ら
市
に
対
す
る
要
望

を
伺
う
と
共
に
、
地
元
の
雇

用
等
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　

次
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
は
、設
置

に
向
け
調
査
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、こ
れ
を
実
現
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、他
市
町
村

と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
、企
業
誘
致
に
優
位
な
材

料
に
な
る
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

　

今
後
、
学
校
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
や
病
院

の
誘
致
な
ど
に
つ
い

て
も
か
な
り
の
財
政

負
担
と
な
る
の
で
、

歳
入
と
見
比
べ
な
が

ら
計
画
を
立
て
て
参

り
た
い
。

●
副
市
長　

み
ら
い

平
地
区
の
土
地
の
価

格
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
引
事
例

等
の
価
格
、
あ
る
い

は
不
動
産
鑑
定
な
ど

を
踏
ま
え
て
茨
城
県

が
適
正
な
価
格
と
判

断
し
て
い
る
も
の
と

理
解
し
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

県
で
も
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
沿
線
企
業
の
立
地
セ
ミ

ナ
ー
、
大
企
業
の
本
社
が
集

中
す
る
東
京
に
企
業
立
地
推

進
本
部
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
企
業
立
地
に
関
す
る
税

の
優
遇
措
置
や
地
区
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
県

と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、

企
業
誘
致
に
努
め
て
参
り
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
人
員
削
減
の
計
画
に
つ

い
て

●
中
山
議
員　

県
有
地
の
用

地
取
得
に
つ
い
て
、
先
般
同

僚
議
員
８
名
と
担
当
課
職
員

同
行
の
も
と
知
事
宛
て
に
適

正
価
格
で
の
用
地
買
収
の
要

望
書
を
提
出
し
て
き
た
が
、

平
成
15
年
に
交
わ
し
た
買
収

価
格
協
定
書
の
存
在
や
、
厳

し
い
財
政
状
況
等
の
説
明
を

受
け
、
県
と
適
正
な
価
格
交

渉
を
早
急
に
進
め
る
必
要
性

を
痛
感
し
た
。
そ
の
上
で
基

本
設
計
、
実
施
設
計
を
進
め
、

建
設
に
向
け
て
の
本
格
的
作

業
に
入
る
必
要
が
あ
る
。
同

時
に
財
源
に
つ
い
て
も
合
併

特
例
債
の
活
用
を
は
じ
め
、

よ
り
有
利
な
起
債
が
な
い

か
、
ま
た
県
の
指
導
の
も
と
、

社
会
整
備
交
付
金
を
は
じ
め

国
庫
補
助
金
の
活
用
な
ど
の

負
担
軽
減
策
を
図
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
新
設
校

開
校
ま
で
の
期
間
は
、
谷
原

小
、
十
和
小
、
福
岡
小
で
の

生
徒
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
を
進
め
、
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上

の
点
に
つ
い
て
現
況
と
対
策

を
お
聴
き
し
た
い
。

●
市
長　

み
ら
い
平
地
区
内

の
学
校
用
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
知
事
や
県
の
幹
部
と

の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
日
に
至
っ
て
も
合
意
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
平
成
15
年

に
旧
伊
奈
町
、
旧
谷
和
原
村

が
交
わ
し
た
覚
書
で
、
適
正

な
価
格
の
８
割
で
取
引
を
約

束
し
３
カ
所
の
学
校
用
地
は

事
業
完
了
ま
で
に
取
得
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

の
状
況
で
は
、
全
て
の
学
校

用
地
の
取
得
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
状
況
で
あ
る
。

中山　栄一　議員

みらい平地区小学校建設
の具体策について

福岡地区工業専用区域
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ま
た
、
学
校
用
地
の
無
償

譲
渡
や
借
地
に
つ
い
て
も
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
、

適
正
な
価
格
で
の
取
引
を
行

う
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
で
も
、
み
ら
い
平
地
区
の

取
引
事
例
な
ど
を
専
門
家
に

調
査
依
頼
し
、
適
正
価
格
を

見
出
し
て
い
き
た
い
。

●
教
育
長　

学
校
建
設
の
進

捗
状
況
は
、
基
本
計
画
策
定

委
託
を
し
た
の
で
、
今
後
は

学
校
建
設
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
施
設
規
模
、
資
金

計
画
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
整
理

等
、
基
本
的
な

考
え
方
の
整
理

を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。
今

後
、
基
本
設
計

の
委
託
、
実
施

設
計
と
進
む
に

は
、
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し

な
が
ら
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
最

初
に
予
定
し
た

と
お
り
い
く
か

ど
う
か
は
、
非

常
に
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

用
地
に
つ
い
て
も
、
市
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
が
、

該
当
で
き
る
か
交
渉
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。合
併
特

例
債
に
つ
い
て
は
、
有
利
な

制
度
で
あ
る
が
、
既
に
い
ろ

い
ろ
な
事
業
で
合
併
特
例
債

を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　

そ
の
他
の
国
庫
補
助
制
度

も
活
用
予
定
で
は
あ
る
が
、

い
ろ
い
ろ
制
限
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
基
本
設
計
や
実

施
設
計
と
あ
わ
せ
な
が
ら
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

新
設
校
開
校
ま
で
の
対
応

と
し
て
、
来
年
度
入
学
す

る
み
ら
い
平
地
区
で
希
望
を

取
っ
た
と
こ
ろ
、
小
張
小
学

校
を
希
望
す
る
方
が
60
人
、

谷
原
小
に
46
人
、
十
和
小
に

１
人
、
福
岡
小
に
は
希
望
が

な
か
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
来

年
度
１
年
生
は
、
小
張
小
で

は
77
人
、
谷
原
小
で
は
60
人
、

十
和
小
で
は
22
人
、
福
岡
小

は
15
人
の
予
定
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
小
中
学
校
校
庭
除
染
後

の
表
土
の
保
管
、
処
理

状
況
と
今
後
の
課
題

●
川
上
議
員　

市
民
の

方
々
と
、
家
屋
や
道
路
等

５
２
７
ヶ
所
の
放
射
線
量
の

測
定
を
行
っ
た
。
一
様
に
雨

ど
い
な
ど
か
な
り
高
い
数
値

が
出
て
お
り
、
毎
時
２
・
97

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い

う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
国
は
汚

染
状
況
を
可
視
化
し
、
生
活

圏
、
子
ど
も
の
生
活
の
場
を

優
先
し
緊
急
に
対
応
す
る
こ

と
を
通
知
し
て
お
り
、
市
の

責
任
で
対
応
が
必
要
だ
。
市

は
特
措
法
に
基
づ
く
重
点
調

査
地
域
の
指
定
を
希
望
し
、

来
年
か
ら
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
た
地
域
の
除

染
計
画
を
作
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

し
か
し
、
特
措
法
は
面
的

に
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
地
域

の
除
染
費
用
に
つ
い
て
は
財

政
措
置
を
す
る
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
は
対
象
と
せ

ず
、
面
的
に
毎
時
０
・
23
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
超
え

な
い
が
、
数
値
の
高
い
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
地
域
が
残
さ
れ

か
ね
な
い
。
そ
こ
も
含
め
て

市
の
計
画
に
位
置
づ
け
、
国

や
東
電
に
要
求
し
て
い
く
こ

と
を
求
め
る
。

●
市
長　

今
年
の
７
月
、
放

射
能
対
策
を
推
進
し
市
民
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
放

射
能
対
策
室
を
生
活
環
境
課

内
に
設
置
し
、
安
心
・
安
全

な
市
民
生
活
の
確
保
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平

成
24
年
１
月
施
行
の
放
射
性

物
質
汚
染
対
策
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
の
指
定
を
希
望
す
る

こ
と
を
、
11
月
16
日
に
茨
城

県
へ
申
し
出
し
た
。
こ
の
特

別
措
置
法
の
要
件
で
あ
る
毎

時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
、
市
の
除
染
作
業
実

施
に
係
る
基
準
と
考
え
て
い

る
。

川上　文子　議員

放射能汚染対策について

みらい平地区学校建設予定地
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て
は
ど
う
か
。

　

今
回
、
窓
口
自
己
負
担
の

肩
代
わ
り
を
や
め
自
己
負

担
と
し
た
こ
と
で
、
市
負
担

は
２
千
６
０
０
万
円
の
扶
助

費
が
削
減
さ
れ
、
今
回
の

所
得
制
限
の
撤
廃
と
小
学

校
卒
業
ま
で
対
象
拡
大
は
、

１
千
２
０
０
万
円
の
増
額
で

で
き
た
が
、
今
後
、
中
学
校

卒
業
ま
で
完
全
無
料
化
に
は

ど
の
く
ら
い
の
経
費
が
か
か

る
の
か
。

●
市
長　

小
児
マ
ル
福
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
小
学

３
年
生
ま
で
の
対
象
で
あ
っ

た
が
、
10
月
か
ら
対
象
を
小

学
６
年
生
ま
で
拡
充
し
、
あ

わ
せ
て
所
得
制
限
も
な
く
し

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
子

育
て
世
代
の
経
済
的
支
援
が

図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

　

広
域
的
に
実
施
し
た
測
定

結
果
を
基
に
除
染
計
画
を
策

定
し
、
市
民
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
、
全
部
最
終
的
に

は
除
染
を
し
て
い
か
な
く
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

執
行
体
制
に
つ
い
て
も
、
最

優
先
で
考
え
て
い
る
。

●
市
民
経
済
部
長　

国
の

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結

果
、
本
市
の
一
部
に
追
加
被

曝
量
が
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
地

域
が
あ
る
た
め
、
今
回
、
市

民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
の

観
点
か
ら
県
に
対
し
、
汚
染

状
況
重
点
調
査
地
域
の
申
し

出
を
行
っ
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
、
国
か
ら
放
射
性
物

質
汚
染
対
策
措
置
法
第
32
条

第
３
項
に
基
づ
き
意
見
の
聴

取
を
受
け
、
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
と
し
て
指
定
の
手

続
に
入
る
こ
と
と
な
る
。
そ

の
た
め
国
か
ら
示
さ
れ
る
放

射
能
の
測
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
市
内
を
詳
細
に

測
定
す
る
計
画
で
あ
る
。
そ

の
測
定
結
果
に
基
づ
き
、
国

が
当
市
を
重
点
の
除
染
区
域

に
指
定
す
る
か
決
定
す
る
。

　

そ
の
後
、
市
内
に
お
い
て

追
加
被
曝
量
が
毎
時
０
・
23

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上

の
区
域
に
つ
い
て
、
除
染
実

施
計
画
を
定
め
る
。
毎
時

０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
ま
だ
除
染
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
、
正
確
に
ど
の
よ
う
な

方
法
で
行
う
の
か
示
さ
れ
て

い
な
い
段
階
で
あ
り
、
除
染

の
実
施
計
画
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
除
染
の
仕
方
、
財

政
的
な
も
の
も
検
討
し
、
総

合
的
に
判
断
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
除
染
は

子
供
の
生
活
環
境
を
優
先
し

て
、
効
果
的
か
つ
円
滑
に
進

め
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

　

☆
水
道
事
業
の
地
下
水
利

用
を

　

☆
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を

再
々
度
求
め
る

　

☆
幼
稚
園
・
保
育
所
施
設

の
耐
震
補
強
を

●
古
川
議
員　

今
年
10
月
か

ら
、
当
市
も
こ
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を

撤
廃
し
、
小
学
校
３
年
生
か

ら
小
学
校
卒
業
ま
で
対
象
年

齢
を
拡
大
し
た
。
現
在
、
県

内
30
自
治
体
が
所
得
制
限
を

な
く
し
て
お
り
、
市
の
実
施

は
良
か
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た

窓
口
負
担
が
月
に
１
医
療
機

関
で
６
０
０
円
、
２
回
ま
で

有
料
と
な
っ
た
。
風
邪
を
ひ

く
と
小
児
科
、
耳
鼻
科
と
受

診
す
る
こ
と
も
あ
り
、
負
担

は
大
き
く
な
る
。
以
前
の
よ

う
に
自
己
負
担
を
な
く
し
、

中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
し

る
。

　

新
た
に
、
窓
口
負
担
の
完

全
無
料
化
及
び
中
学
生
ま
で

拡
充
の
要
望
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
保
健
福
祉
部
長　

従
来

の
対
象
者
は
約
３
千
２
０
０

人
で
あ
っ
た
が
、
10
月
よ
り

２
千
４
人
の
増
と
な
り
、
合

わ
せ
て
５
千
２
０
８
人
と

な
っ
て
い
る
。
マ
ル
福
制
度

自
体
は
茨
城
県
の
制
度
で
あ

り
、
県
と
市
が
２
分
の
１
ず

つ
負
担
し
、
従
来
の
市
負
担

分
は
約
３
千
４
７
１
万
８
千

円
で
あ
っ
た
が
、
制
度
改
正

に
よ
り
３
千
８
３
９
万
６
千

円
を
加
算
し
約
７
千
３
０
０
万

円
と
な
り
、
県
の
負
担

金
を
加
え
る
と
総
額
で

１
億
７
８
３
万
円
の
扶
助
費

と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
外
来
自
己
負
担
金

は
、
制
度
改
正
に
よ
り
本

来
の
県
制
度
に
合
わ
せ
自
己

負
担
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
が
、
自
己
負
担
金
を
差

し
引
い
た
市
の
負
担
増
は
、

従
来
の
制
度
と
比
較
し
て

１
千
２
３
９
万
６
千
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
ま
で
の
拡
充
に

古川　よし枝　議員

乳幼児医療費助成制度
の拡充について
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と
か
ら
、
26
年
度
に
は
高
齢

化
率
は
24
・
２
％
と
予
測
さ

れ
る
。

②
高
齢
者
世
帯
は
２
千
７
０
８

世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
も
６
２
９
人
。

③
23
年
度
ま
で
は
団
塊
の
世

代
が
生
産
年
齢
人
口
の
中
に

含
ま
れ
る
た
め
、
24
年
度
以

降
は
生
産
年
齢
人
口
割
合
が

減
少
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

一
定
の
増
加
が
あ
る
も
の
と

予
測
さ
れ
る
。

④
市
内
の
国
民
年
金
受

給
者
は
平
成
22
年
度
で

６
千
９
７
０
人
、
ま
た
厚
生

年
金
受
給
者
は
、
高
齢
者
の

み
で
は
な
く
全
受
給

者
数
で
８
千
７
１
５

人
と
な
る
。
就
業
に

つ
い
て
は
、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
約
４
０
０
人
の
登

録
が
あ
り
、
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
た

職
に
つ
い
て
い
る
。

農
業
分
野
で
は
、
高

齢
者
が
中
心
と
な
っ

て
働
い
て
い
る
。
な

お
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
約
２
割
の
方

が
収
入
の
あ
る
仕
事

を
し
て
い
る
と
答
え

つ
い
て
は
、
中
学
生
の
総

数
１
千
１
６
５
人
を
対
象

と
し
た
場
合
、
マ
ル
福
の

医
療
費
総
額
の
見
込
み
は

４
千
１
４
０
万
円
と
な

る
。
現
在
の
制
度
の
対
前

年
度
比
は
20
％
の
増
と
な

る
が
、
今
回
の
要
望
で

は
、
さ
ら
に
56
％
の
増
額
と

な
り
、
市
の
負
担
総
額
は

１
億
１
千
４
５
０
万
円
が
見

込
ま
れ
、
か
な
り
の
財
政
負

担
と
な
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
陽
光
台
へ
の
新
小
学
校

建
設
に
つ
い
て

　

☆
近
隣
公
園
「
ど
ん
ぐ
り

公
園
」
に
駐
車
場
の
整

備
を

　

☆
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て

●
秋
田
議
員　

団
塊
の
世

代
が
高
齢
者
に
な
る
４
年
後

以
降
10
年
間
に
高
齢
者
人
口

が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
が
、
茨

城
県
に
お
い
て
も
２
０
１
０

年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
65

歳
人
口
が
前
回
と
比
較
し
て

22
・
５
％
増
加
し
、
特
に
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
全
世

帯
の
6.9
％
を
占
め
、
過
去
最

高
水
準
に
達
し
た
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
お
い

て
も
住
民
の
実
態
を
良
く
理

解
し
、
対
策
を
検
討
す
る
た

め
に
、
よ
り
細
分
化
し
た
地

域
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

次
の
７
項
目
①
高
齢
化
の
推

移
と
予
測
、
②
高
齢
世
帯
の

家
族
形
態
、
③
高
齢
者
を
支

え
る
生
産
年
齢
の
推
移
と
予

測
、
④
高
齢
者
の
就
業
と
所

得
形
態
、
⑤
医
療
費
の
動
向
、

⑥
国
保
・
介
護
保
険
の
財
政

負
担
、
⑦
高
齢
者
の
生
涯
学

習
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

●
副
市
長　

本
市
の
平
成
22

年
度
の
高
齢
化
率
は
、
県
内

44
市
町
村
中
35
番
目
と
低
い

位
置
に
あ
る
も
の
の
、
間
も

な
く
迎
え
る
超
高
齢
化
社
会

に
対
し
、
今
後
も
明
る
く
活

力
あ
ふ
れ
る
地
域
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
、
少
子
高
齢

化
の
問
題
を
市
民
全
体
で
考

え
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み

育
て
る
地
域
づ
く
り
、
高
齢

者
が
生
き
生
き
と
社
会
参
加

で
き
る
地
域
づ
く
り
な
ど
、

人
口
構
造
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
た
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

●
保
健
福
祉
部
長　

①
市
の

高
齢
化
率
は
、
23
年
10
月
現

在
で
21
・
７
％
、
22
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
と
23
・
１
％
、

し
か
し
24
年
度
以
降
、
団
塊

の
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
こ

て
い
る
。

⑤
国
保
会
計
に
占
め
る
高
齢

者
の
療
養
給
付
費
は
、
22

年
度
が
86
％
で
毎
年
５
％
前

後
の
伸
び
を
示
し
、
今
後
も

同
程
度
の
伸
び
が
考
え
ら
れ

る
。

⑥
国
保
会
計
で
は
、
医
療
費

が
保
険
財
政
に
与
え
る
影

響
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
特
定
健
診
の
受
診
率
の

向
上
や
、
市
民
の
方
々
の
健

康
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て

参
り
た
い
。
ま
た
介
護
保
険

は
、
介
護
認
定
者
の
増
加
が

進
み
、
給
付
費
の
増
大
が
見

込
ま
れ
市
の
法
定
負
担
割
合

秋田　政夫　議員

つくばみらい市における
高齢社会に対する地域調
査と地域政策について

よつわ大学参加者の議会傍聴の様子
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●
坂
議
員　

東
日
本
大
震
災

で
発
生
し
た
大
量
の
瓦
礫
は

宮
城
県
で
は
年
間
ゴ
ミ
の
19

年
分
、
岩
手
県
で
は
11
年
分

に
相
当
す
る
。
両
県
内
の
ゴ

ミ
処
理
施
設
で
は
処
理
し
き

れ
な
い
為
、
他
の
地
域
の
自

治
体
に
受
け
入
れ
を
求
め
る

現
状
が
あ
る
が
、
全
国
的
な

広
域
処
理
の
取
り
組
み
は
殆

ど
広
が
っ
て
い
な
い
。
我
が

市
か
ら
協
力
の
形
を
作
っ
て

は
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
一
方
で
林
の

中
や
道
路
脇
に
大
き
な
ぼ
た

山
の
よ
う
に
盛
土
さ
れ
て
い

る
場
所
が
あ
る
が
、
不
法
投

も
増
加
が
続
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
市
で
は
介
護
予
防

事
業
等
の
高
齢
者
施
策
を
展

開
し
、
ま
た
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
い
て
も
各
種
高
齢

者
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
尊
厳
を
保
ち
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
充
実
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

参
り
た
い
。

●
教
育
長　

⑦
高
齢
者
の

生
涯
学
習
と
し
て
、
よ
つ
わ

大
学
を
開
設
し
23
年
度
は

１
１
９
人
が
受
講
し
て
い

る
。
そ
の
他
、
高
齢
者
が
仲

間
を
つ
く
っ
て
活
動
で
き
る

機
会
や
元
気
で
長
生
き
で
き

る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
各
学
校
単
位
で

も
、
高
齢
者
と
子
供
た
ち
の

触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
年
代
を
超
え

た
触
れ
合
い
が
で
き
る
組
織

と
し
て
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

坂　　洋　議員

大震災で発生した瓦
が れ き

礫
及び有害残土の対応に
ついて

棄
現
場
、
不
法
堆
積
現
場
が

市
に
は
幾
つ
あ
る
の
か
。
不

法
に
持
ち
込
ま
れ
る
有
害
残

土
や
瓦
礫
に
対
す
る
今
後
の

監
視
体
制
、
未
然
防
止
対
策

に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

●
副
市
長　

今
回
の
大
震
災

に
よ
る
津
波
の
影
響
で
、
被

害
を
受
け
た
市
町
村
か
ら
大

量
の
災
害
廃
棄
物
と
し
て
瓦

礫
が
発
生
し
、
他
の
自
治
体

に
受
け
入
れ
を
求
め
て
い
る

現
状
は
把
握
し
て
い
る
。
し

か
し
、
市
内
に
は
受
け
入
れ

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
理

施
設
が
な
く
、
ま
た
、
市
の

廃
棄
物
処
理
施
設
の
一
つ
で

あ
る
常
総
環
境
セ
ン
タ
ー
で

も
、
受
け
入
れ
は
難
し
い
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
放
射
線
に
汚
染
さ

れ
た
災
害
廃
棄
物
で
あ
る
土

や
瓦
礫
等
の
不
法
な
持
ち
込

み
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

１
月
１
日
に
施
行
さ
る
放
射

性
物
質
汚
染
対
策
特
別
措
置

法
で
規
制
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ま
で
の
間
は
災
害
廃
棄
物
以

外
の
廃
棄
物
も
含
め
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
、
あ
る
い
は
市
の
環

境
保
全
条
例
で
規
制
し
て
参

り
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

有
害
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
普
通

の
残
土
を
堆
積
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
20
カ
所
程
度
あ
る
。

ま
た
、
建
設
ガ
ラ
は
１
カ
所

と
い
う
報
告
が
あ
る
。
現
在
、

有
害
残
土
を
盛
土
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
把
握
し
て
い
な

い
。

　

放
射
線
を
含
む
残
土
に
つ

い
て
は
、
来
年
１
月
に
施
行

さ
れ
る
放
射
性
物
質
等
汚
染

対
策
特
別
措
置
法
で
規
定
さ

れ
る
の
で
、
関
係
法
で
規
制

が
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。

　

市
と
し
て
は
、
一
般
的
な

土
、
残
土
の
盛
土
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
市
環
境
保
全

条
例
で
定
め
た
も
の
が
あ
る

が
、
現
在
、
こ
の
改
正
作
業

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
あ

る
の
で
、
残
土
条
例
等
を
新

た
に
制
定
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
つ
い
て

●
染
谷
議
員　

福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
９
カ
月
が
過
ぎ

た
が
、
今
だ
収
束
の
兆
し
は

見
え
ず
、
住
民
へ
の
被
害
と

不
安
は
拡
大
し
て
い
る
。
市

に
お
い
て
も
放
射
能
か
ら
市

民
を
守
る
た
め
の
最
善
の
努

力
を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

12
月
１
日
か
ら
空
間
放
射
線

量
測
定
器
の
貸
し
出
し
を
し

て
い
る
が
、
利
用
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
市
民
の
多
く
が
放
射

能
へ
の
関
心
が
高
く
、
個
人

で
線
量
計
を
購
入
し
測
定
を

し
て
い
る
方
も
増
え
て
い
る

た
め
、
詳
し
い
測
定
場
所
や

対
処
方
法
に
つ
い
て
、
測
定 染谷　礼子　議員

放射線対策について
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常
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
市
と
し
て
や
る

べ
き
こ
と
を
十
分
に
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て

●
今
川
議
員　

残
土
条
例
制

定
や
規
制
の
強
化
等
に
関
し

て
は
、
平
成
22
年
12
月
よ
り

内
部
協
議
を
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
単

な
る
改
正
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
詳
細
な
部
分
ま
で
、

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
除
染
マ

ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
広

く
情
報
提
供

を
し
て
は
ど

う
か
。
そ
し

て
市
内
の
汚

染
状
況
が
一

目
で
わ
か
る

放
射
線
量

マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
市
民

の
不
安
を
少

し
で
も
和
ら

げ
る
取
り
組

み
も
必
要
で

は
な
い
の
か
。
最
後
に
、
現

在
放
射
能
対
策
室
を
設
置
し

て
い
る
が
、
今
後
長
期
化
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
対
策
強
化
の
た
め
、

放
射
能
対
策
課
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。
放
射
能
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

市
で
は

現
在
８
台
の
放
射
線
量
測
定

器
を
購
入
し
、
市
民
の
方
に

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

11
月
28
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
の
５
日
間
で
２
６
０
名
の

予
約
が
あ
っ
た
。
予
約
状
況

は
12
月
の
土
・
日
曜
日
は
既

に
一
杯
で
あ
る
が
平
日
は
い

く
ら
か
余
裕
が
あ
る
。

　

１
月
以
降
は
、
若
干
土
日

が
埋
ま
っ
て
い
る
程
度
で
あ

る
。
ま
た
測
定
器
の
貸
し
出

し
の
際
に
は
、
職
員
が
市
民

の
方
に
利
用
方
法
を
説
明
し

て
い
る
。
返
却
の
と
き
に
宅

地
内
の
測
定
状
況
を
聞
き
、

市
民
の
皆
様
方
の
測
定
状
況

を
把
握
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

除
染
関
係
の
資
料
と
し
た

い
。

●
副
市
長　

放
射
能
の
値
が

高
い
地
区
・
地
点
の
対
応
方

法
は
、
現
在
、
測
定
器
を
貸

し
出
す
際
に
除
染
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
渡
し
て
い
る
が
、
一
般

の
方
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る

の
で
、
今
後
検
討
し
て
参
り

た
い
。

　

汚
染
の
地
点
が
高
い
と
こ

ろ
は
、
そ
の
敷
地
内
で
別
の

と
こ
ろ
に
埋
め
て
、
さ
ら
に

土
砂
を
か
ぶ
せ
る
方
法
で
、

現
在
、
各
小
中
学
校
で
行
わ

れ
た
方
法
を
と
り
あ
え
ず

や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。

　

放
射
線
の
測
定
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
の

申
し
出
を
し
て
い
る
の
で
、

市
内
の
地
域
を
調
査
す
る

こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
測
定

マ
ッ
プ
と
し
て
、
結
果
的
に

市
内
の
状
況
が
分
か
る
も
の

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

放
射
能
に
対
す
る
強
化
と

し
て
放
射
能
対
策
課
の
設
置

の
提
案
に
対
し
て
は
、
ま
だ

12
月
に
放
射
能
対
策
室
の
職

員
を
１
名
増
員
し
た
ば
か
り

で
あ
り
、
今
後
の
状
況
を
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。
放
射
能

の
問
題
は
、
市
民
の
方
が
非

関
係
部
署
、
関
係
機
関
及
び

顧
問
弁
護
士
と
充
分
協
議
の

上
で
改
正
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
話
し
合
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
近
隣
で
は

審
議
会
や
調
査
会
の
設
置
、

警
察
官
の
常
駐
や
警
察
О
Ｂ

の
採
用
も
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
独
自
の
採
用
に
つ

い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
そ
の

対
応
相
手
が
暴
力
団
等
に
関

わ
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
毅

然
と
し
た
態
度
で
臨
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
協
議
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
も
う
普
通

の
対
応
で
は
だ
め
な
の
で
、

各
関
係
部
署
や
警
察
、
土
地

改
良
区
が
み
ん
な
で
英
知
を

出
し
合
っ
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
絶
対

に
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
信
念
と

決
意
を
持
っ
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺
い

た
い
。

●
副
市
長　

今
後
の
対
策
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
埋
め
立

て
や
盛
土
の
問
題
に
対
し
、

い
ち
早
く
規
制
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
環
境

保
全
条
例
の
改
正
、
あ
る
い

は
土
取
り
条
例
、
そ
し
て
残

土
条
例
の
新
規
制
定
の
作
業

今川　英明　議員

違法埋め立てについて
（盛土も含む）

市内全域の放射線量の調査測定をする市職員
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を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

ま
た
各
市
町
村
が
、
警
察

官
あ
る
い
は
警
察
官
Ｏ
Ｂ
を

採
用
し
毅
然
と
し
た
態
度
で

規
制
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
本
市
も
茨
城

県
警
察
本
部
や
常
総
警
察
署

と
連
絡
を
密
に
し
、
人
員
の

派
遣
を
要
請
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
警
察
官
に

よ
る
各
種
取
り
締
ま
り
も
お

願
い
し
て
い
る
。

●
市
民
経
済
部
長　

現
地
を

調
査
す
る
と
き
、
生
活
環
境

課
で
は
少
な
い
人
員
体
制
で

あ
る
の
で
、
関
係
す
る
課
と

連
携
を
と
り
連
日
の
よ
う
に

現
地
の
調
査
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

職
員
の
安
全
が
大
事
な
の
で

十
分
に
気
を
つ
け
て
行
い
た

い
。

　

ま
た
関
係
機
関
と
の
協
力

に
つ
い
て
は
、
当
市
の
内
部

機
関
は
も
と
よ
り
土
地
改
良

区
、
警
察
、
地
元
の
区
長
さ

ん
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
的

確
に
進
め
て
参
り
た
い
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

今
後
も
、
県
及
び
関
係
機

関
並
び
に
市
役
所
内
の
関
係

課
と
調
整
し
、
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
て
是
正
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。　

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）　

　

☆
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て

　

☆
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

●
倉
持
議
員　

今
、
本
市

で
は
福
岡
と
神
生
地
区
で
田

や
山
林
の
埋
め
立
て
や
盛
土

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
異

様
さ
に
周
辺
の
市
民
は
行
政

や
議
会
に
不
信
感
を
募
ら
せ

て
い
る
。
関
係
各
課
も
指
導

に
努
力
し
て
き
た
と
は
思
う

が
、
結
果
は
何
も
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
原
因
や
経

過
を
説
明
願
い
た
い
。
ま
た

９
月
の
議
会
で
約
束
し
た
残

土
条
例
制
定
の
進
捗
に
つ
い

て
も
説
明
願
い
た
い
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
に
は
、

関
係
住
民
に
対
す
る
啓
蒙
も

最
重
要
と
思
う
が
、
市
役
所

の
関
係
各
課
や
茨
城
県
、
農

業
委
員
会
、
土
地
改
良
区
、

警
察
、
国
交
省
、
議
会
、
区

長
会
と
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関

が
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
れ
に

対
応
す
る
組
織
を
新
設
し
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
一
体

と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
現
行
の

法
令
を
駆
使
し
て
対
処
す
れ

ば
阻
止
は
可
能
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

現
状
の

北
山
地
区
に
つ
い
て
は
、
土

地
の
隆
起
や
排
水
路
の
損
傷

の
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
市
条
例

に
基
づ
き
、
現
在
、
高
く
盛

土
を
し
た
土
地
に
つ
い
て
是

正
を
指
導
し
、
隣
地
の
田
は

許
可
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
会
と
連
携

を
と
り
指
導
し
て
い
る
。

　

次
に
条
例
改
正
の
進
捗
状

況
は
、
市
環
境
保
全
条
例
の

中
の
盛
土
に
関
す
る
関
連
部

分
を
抽
出
し
、
先
進
市
の
条

例
を
調
査
し
今
ま
と
め
て
い

る
。
現
在
の
条
例
で
規
制
し

て
い
な
い
一
時
堆
積
行
為
、

災
害
廃
棄
物
や
放
射
線
に
つ

い
て
も
研
究
し
、
十
分
内
容

の
濃
い
も
の
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
条
例
を
つ

く
る
場
合
に
は
、
罰
則
規
定

に
つ
い
て
、
県
の
関
係
部
局

や
検
察
庁
と
調
整
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
的
確
に
進

め
て
参
り
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

福
岡
地

区
、
北
山
地
区
の
埋
め
立
て

に
よ
り
破
損
し
た
市
道
は
、

埋
め
立
て
業
者
に
対
し
原

状
復
帰
を
指
導
し
、
業
者
か

ら
残
土
の
処
理
や
福
岡
堰
土

地
改
良
区
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

の
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
段

階
で
、
道
路
復
旧
工
事
を
施

工
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い

る
。

　

他
の
地
区
に
お
い
て
も
、

大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
の
通
行
等

に
よ
り
破
損
し
た
市
道
は
、

随
時
現
場
を
確
認
し
、
復
旧

に
つ
い
て
道
路
使
用
者
に
指

導
し
て
い
る
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

北
山
地
区
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
市
農
業
委
員
会
会

長
名
で
茨
城
県
南
農
林
事
務

所
に
違
反
事
案
報
告
を
行
っ

た
。
８
月
に
は
県
と
市
農
業

委
員
会
で
施
工
業
者
に
農
地

転
用
違
反
是
正
通
知
を
発
送

し
、
そ
の
後
に
改
善
実
行
報

告
書
と
是
正
計
画
書
が
提
出

さ
れ
た
。
市
農
業
委
員
会
に

は
農
地
法
の
許
可
、
不
許
可

の
権
限
委
譲
が
な
い
こ
と
か

ら
県
へ
書
類
を
提
出
し
た
。

　

今
後
、
改
善
の
工
事
が
全

て
終
了
し
て
い
な
い
の
で
、

市
関
係
各
課
は
も
と
よ
り
、

警
察
、
関
係
団
体
等
と
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
連
携
を
強

化
し
、
県
の
指
導
等
を
仰
ぎ

な
が
ら
一
緒
に
問
題
の
解
決

に
向
け
努
力
し
て
参
り
た

い
。

●
副
市
長　

来
年
４
月
予
定

の
組
織
改
革
の
中
で
、
廃
棄

物
対
策
室
を
設
け
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
最
近
の
不
法
投

棄
の
増
加
や
悪
質
化
に
よ
り

廃
棄
物
対
策
の
推
進
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
監
視
、

取
り
締
ま
り
の
強
化
を
図
る

た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
各
種
関
係
課
を
集

め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
設
置
に
向
け
て
も
検
討
し

て
参
り
た
い
。

倉持　悦典　議員

福岡地区とその他の地区に
おける違法埋め立てによる
問題のその後について
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平成24年 2月 16日発行　第23号

第
４
回
定
例
会

請
願
第
７
号　
「
常
総
地

方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
第
三
次
ご
み
処
理
施
設

管
理
運
営
に
つ
い
て
最
大

限
の
透
明
性
、公
正
性
、経

済
性
の
確
保
を
図
る
業
務

発
注
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願

※
川
上
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会

議
案
第
54
号　

つ
く
ば
み

ら
い
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
古
川
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
55
号　

つ
く
ば
み

ら
い
市
議
会
議
員
定
数
条

例
に
つ
い
て

※
川
上
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
山
崎
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
中
山
（
栄
）
議
員
か
ら

賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。

※
倉
持
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

討　

論

討　

論

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
録
画
中
継
配
信
中

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
録
画
中
継
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
市
の
重
要
な
課
題

は
何
か
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の

公
開
と
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の
掲
載
期

間
は
１
年
と
な
り
ま
す
。
編

集
に
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活

用
し
、
経
費
を
か
け
ず
に
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば
み

ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に

よ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借

り
し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル

変
換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及

び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始

は
、
各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と

な
り
ま
す
。

会議録の公開
についてについて

　

11
月
29
日
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
議
会
で
は
、「
み
ら
い

平
地
区
学
校
建
設
に
係
る
要

望
書
」
を
、
茨
城
県
副
知
事

　

こ
の
ほ
ど
倉
持
悦
典
議
員

よ
り
議
長
あ
て
に
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
１
月
31
日
付
で

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
み
ら
い
平
地
区

の
人
口
増
加
と
共
に
急
増
す

る
児
童
・
生
徒
数
に
対
応
す

る
た
め
、
陽
光
台
３
丁
目
の

学
校
用
地
に
小
学
校
を
建
設

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

し
か
し
市
の
地
方
債
現

在
高
は
３
０
０
億
円
を
超

え
、
み
ら
い
平
駅
周
辺
地
区

へ
の
学
校
や
行
政
施
設
等
の

建
設
、
ま
た
合
併
特
例
債
事

業
の
道
路
整
備
な
ど
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
議
会
と
し
て
も
執
行

部
と
共
に
学
校
の
早
期
建
設

を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
用

地
を
含
む
公
共
用
地
及
び
建

設
に
係
る
事
業
費
の
市
負
担

の
軽
減
を
県
に
要
望
し
た
。要望書を上月副知事へ手渡す松本議長

「
み
ら
い
平
地
区

学
校
建
設
に
係

る
要
望
書
」
を

茨
城
県
へ
提
出

倉
持
議
員
が
辞
職

倉持悦典議員
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小小
中中学生のみなさんが学生のみなさんが議会議会を見学 !!を見学 !!

　市立谷井田小学校（廣瀬校長）６年生、板橋小学校（東郷校長）６年生、小張小学校（直井校長）
５年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成 20年度より開始し、市内小
中学校単位での本会議傍聴を促進しています。

谷井田小　６年２組　中
なか や ま

山　愛
あ い さ

沙　さん

　私は議会を見学して、最初にやっていたの
は震災についてでした。つくばみらい市は被
害が少なくてよかったと思いました。でも市
の議員たちは今もボランティアをしているら
しいので、すごいと思いました。
　次は人員削減のことでした。つくばみらい
市の借金は 300億円、日本の借金は 1000 兆
円だと聞いてとてもおどろきました。市長さ
んは自分の給料を 30％カットしたのはとても
えらい人なんだな、と思いました。
　企業誘致についてで、自分達の将来が考え
られていることを知って、うれしかったです。
　これからは、少しずつ政治のことを知って
いこうと思いました。

谷井田小　６年１組　富
と み た

田　夏
か ほ

帆　さん

　私が市議会を見学して心に残ったことは、
二つあります。
　一つは、発表している議員の意見を、他の
議員さん達や市長さん達がとても真剣に聞い
ていたことです。私が想像していた以上に、
きんちょう感がただよっていて部屋に入った
時、正直ビックリしました。
　もう一つは、どの議員さん達からも「つく
ばみらい市をもっとよくしたい。」という想
いが伝わってきたことです。私達が安全に楽
しく生活できているのは、こうして議員の方
達がいろいろ考えてくれているからなんだな、
と実感することができました。
　市議会を見学するのは、初めてだったので、
とてもいい経験になったと思います。

谷井田小学校６年２組のみなさん

谷井田小学校６年１組のみなさん
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板橋小　６年２組　中
なか や ま

山　諒
りょう

　さん

　つくばみらい市議会を見学して感じたことは、まず、
とにかく広かったです。話し合いの席など、いろいろな
部屋があり、一人だったら迷いそうでした。それに本
会議を行っている間の議員や議長さん達の態度は、堂々
としていてとても頼もしかったです。

　最近の問題について、例えば、しん
災でのほうしゃのうを、どう対処した
らいいのか、また、小学校の転校生の
希望数についてなど、具体的に分かり
やすく説明している姿に、やはり頼も
しいなぁと改めて感じました。今回、
ほうしゃのう除染作業の話し合いの途
中で、時間がきてしまいました。その
後、どのように話し合われたのか気に
なります。また機会があれば傍聴して
みたいです。

板橋小　６年１組　海
え び は ら

老原　美
み ゆ

夢　さん

　私は、今日初めて市議会を見学して、議員のみなさん
は、私たちの生活が良くなるために、いろいろなことを
考えてくれているんだと思いました。市議会では、聞く
方も話す方もとても真けんでした。除染作業の放射能問
題や、みらい平にできる新しい学校について話しあって
いるのをみて、「こんな風に話をしてく
れる人がいるから、つくばみらい市は
毎日新しくなっているんだ。」と改めて
感じました。
　これから起こるかもしれない様々な
問題が、今日みたあの場で解決される
かと思うと、どんな話し合いが行われ
るのか、とても興味深く、また見学に
行きたいと思いました。今日はとても
良い経験ができました。ありがとうご
ざいました。

板橋小学校６年２組のみなさん

板橋小学校６年１組のみなさん
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小張小　５年２組　明
みょうじん

神　小
こ な つ

夏　さん

　私たちは、12月５日に市議会を見学しました。市議
会では、つくばみらい市について議員さんたちが話し
合っていました。私は、市議会は議員さんたちだけで
やっていると思っていました。でも見学に行って、議
員さんだけでなく教育長さんなども参加していること

を初めて知りました。議員さんや教育
長さんなどの他にも議長さんや事務長
さんがいました。
　話し合いでは、つくばみらい市だけ
でなく、守谷市や取手市などのまわり
の市もさん考にしていました。私には、
むずかしくてわからない内容もありま
したが、全員がとてもしんけんに話し
合っていました。市議会でもっといい
市になったらなぁと思いました。

小張小学校５年２組のみなさん

小張小　５年１組　渡
わ た な べ

辺　千
ち ひ ろ

尋　さん

　私は、初めて市議会を見学しました。私が思っていた
よりも広かったので、おどろきました。議員さんが発言
することは、内容がまとまっていて聞きやすかったです。
また、議会をするところは、とても静かできんちょうし
てしまいました。みなさんとても集中しているのだなぁ、
と感心しました。熱心に、つくばみら
い市について考えてくれているとわ
かって、私は、議員さんや市役所のみ
なさんに感謝したいと思います。　　
　私はみなさんのように、つくばみら
い市のためにできることは少ないので、
たくさん勉強して、いつかつくばみら
い市の役に立つことができるようにな
りたいです。

小張小学校６年１組のみなさん
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　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎ご意見ご感想をお寄せください◎

　

現
在
の
議
員
の
任
期
も
今
月

末
日
ま
で
で
す
。
３
月
１
日
か

ら
は
、
新
し
く
18
名
に
よ
る
市

議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地

方
分
権
を
推
進
す
る
上
で
、
地

方
議
会
が
果
た
す
役
割
と
責
任

は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
地

方
議
会
は
、
地
域
住
民
の
多
様

な
意
見
を
く
み
上
げ
、
行
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
執
行

機
関
に
対
す
る
監
視
機
能
を
一

層
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
方
が

議
会
及
び
市
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
議
会

だ
よ
り
」
等
で
議
会
活
動
の
情

報
発
信
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。　
　

　

３
月
か
ら
は
、
新
た
な
委
員

に
よ
り
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編

集
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

す
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
ご
意

見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
一
同

編編
▼▼

集集
▼▼

後後
▼▼

記記

　

あ
な
た
の
写
真
を
議

　

あ
な
た
の
写
真
を
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま

せ
ん
か
？

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

月　日 曜日 会議 内　容
３月６日 火 本 会 議 開会３月７日 水 議案の委員会付託
３月８日 木

特別委員会 予算特別委員会３月９日 金
３月１３日 火
３月１５日 木

常任委員会
総務常任委員会

３月１６日 金 教育民生常任委員会
３月１９日 月 経済常任委員会
３月２２日 木 本 会 議 一般質問３月２３日 金 一般質問、委員長報告、質疑、討論、採決、閉会

議会開会中、伊奈庁舎及
び谷和原庁舎のロビーに
設置してあるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴
ください。

会期日程のお知らせ

※日程等については変更にな
る場合があります。なお、会
期日程は、議会運営委員会で
協議され、定例会初日の本会
議で決定されますので、事前
に議会事務局までお問い合わ
せください。

平成24年第１回定例会は、平成24年第１回定例会は、
次のとおり開催される予定です。次のとおり開催される予定です。

掲
載
写
真

掲
載
写
真募集

！

募
集
！

　議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で受付票に住所、氏名、年齢を記入していただくだけで、傍聴席（定員 50人）
に入場できます。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎3階です。

市議会を傍聴しませんか !!

◎第５回臨時会　傍聴者数　102人　　◎第４回定例会　傍聴者数　237人（内小学生197人）


